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取組の背景と目的

取り組み内容

具体的な取り組みの内容及び特徴
◆ 居場所サロン「やどかり交民館」の
運営
毎週火曜日に当事者が集う居場
所サロン「やどかり交民館」を，
「身寄りのない者同士が互助を実
践し，各々が身寄りがないことで
困難に陥らないようにするための活
動拠点」という明確な目的を持っ
て運営した（写真①）。

関係者との連携方法
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取組の目的
◆ 身寄りのない者同士が互助を実践し，各々が身寄りがないことで困難に陥らない
ようにするためにという明確な目的をもった居場所に集うことで①なかまどうしの支え
あい助けあいの在り方について協議し，②地域の人たちと支えあい助けあう活動に
ついても活動の幅を広げていく，という取り組み。

本事業のポイント
①居住困難の経験のある当事者自身が主人公の活動
②身寄りのない者同士が互助するという明確な目的を持った居場所
③当事者自身が同様の境遇にある当事者をアウトリーチ

連携方法
◆ アウトリーチ活動のチラシを，9月に鹿児島
市地域包括支援センター，鹿児島県社会
福祉会，鹿児島県医療ソーシャルワーカー
協会等を通じて，地域の福祉専門職へ配
布した。（写真②：アウトリーチ活動のチラ
シ）

◆ 孤独死ゼロアクションLINEオープンチャット事
業者連絡用に，姉妹団体である特定非営
利活動法人かごしまホームレス生活者支え
あう会や，今年度より連携が始まった伊集
院こどもふれ愛食堂も加入。当法人のやどか
り交民館他居場所等や，支えあう会の料
理会，伊集院こどもふれ愛食堂のこども食
堂の情報共有を行っている。

連携先との関わり
◆ 連携先である，鹿児島市地域包括支援センター，鹿児島県社会福祉会，
鹿児島県医療ソーシャルワーカー協会等とは，当法人の「地域ふくし連帯保
証」において日頃より連携を図る関係である。

取組の基本情報

◆ 2007年から住宅の確保に困難
を要する方に対し，地域福祉の
担い手の方々が『支援者』となる
ことを前提に保証を提供する「地
域ふくし連帯保証」を実施。利
用者は2023年3月末時点で
398人。2017年に鹿児島県よ
り居住支援法人の指定を受け，
同県居住支援協議会による相
談窓口を担っている。

特定非営利活動法人やどかりサポート

当事者主体の互助活動を推進する
居場所運営とアウトリーチ活動

◆ アウトリーチ活動
「地域ふくし連帯保証」利用者であって現に孤立している状態にあると推察され
る人たちのもとを同じ「地域ふくし連帯保証」の利用者である「やどかりライフ」参
加者が訪問し，活動への参加を促すアウトリーチ活動を実施した。
アウトリーチ活動は，町内会・民生委員・地域包括支援センター等からの情報
提供に基づいて，「地域ふくし連帯保証」利用者以外も対象として実施し，あ
らたな連携が生まれた。

↑（写真①）やどかり交民館の様子

↑（写真②）配布したチラシ

対象者が抱える課題と取組を始めるに至った経緯等
◆ 当法人の利用者は連帯保証人がいないために居住困難に陥った方々で，多くが
身寄りがなく社会的孤立を経験した方々である。支援者を確保できない方々にど
のようにして住居の保証を提供するか？試行錯誤する中で，当事者どうしのつなが
りに着目。

◆ 対象範囲：「地域ふくし連帯保証」の対象地域は鹿児島県全域。本事業の対象
範囲は鹿児島市内

◆ 対象者（支援対象者）：生活困窮者・障害者・DV被害者等，全ての住宅確
保要配慮者

↑「地域ふくし連帯保証」のしくみ
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取組の成果4

波及効果7
他団体への波及可能性
・「当事者の意思表示」「社会参加における能力存在推定」「当事者グループワーク」
など，互助のコーディネートのメソッドが少しずつ確立しつつある。
他団体へのメッセージ
・誰でも他人のために，地域のためになにか役に立つ力を必ず持っています。まずは，
当事者（支援対象者）に「私たち困っているんです」って泣きついてみませんか?

当事者主体の互助活動を推進する居場所運営とアウトリーチ活動 —特定非営利活動法人やどかりサポート鹿児島

居場所サロン参加者の推移
◆ 回数当たりの居場所の参加者は、開
始時の2023年6月には8.5人であっ
た。8月に少し落ち込んだものの、その
後はゆるやかに増加を重ね、2024
年1月には最高人数の11.75人を
記録した。

居場所サロン参加者アンケート結果
◆ やどかりの居場所サロン参加者を対
象に行ったアンケートでは、令和4年
度の内閣官房の調査と比較し、孤
独を感じている人の割合は低い結果
となった。

◆ 回答者全員が「居場所に参加してよ
かった」とアンケートに答えた。

今後の展開6
今後の課題
・参加者全員に互助における役割が生まれているか？
・孤立している当事者にアウトリーチが届いているか？再孤立化を防止できているか？
・無償ボランティア，有償ボランティア，有給の仕事の線引きをどうするか？
取組の継続方法
・本取組を来年度以降も継続するために当事者主体の寄付募集活動を始める。
・一つ切れても全部は切れない多階層のつながりの構築を目指す。
・「線引き」を決めるための当事者グループワークを繰り返す。

取組において工夫した点

取り組みにおいて直面した課題
◆ 6月に開始した孤独死ゼロアクションオープンチャットでは，9月に2度トラブルが
発生し4名がLINEを退会。人数が多くなったこと，投稿が活発化したこと，意
見の食い違いが原因と考えられる。

◆ 11月には居場所参加者内でのトラブルが発生し双方が来なくなる事態が発生。
解決策
◆ トラブルでLINEを退会した4名うち，2名はすぐに再度LINEへ参加している。後
の2名については，法人とは良好な関係を継続でき，11月にはどちらも再度
LINE参加につながった。法人において，『ひとつ切れても，つながりが切れない
つながりの網をめぐらす』環境を構築することが重要。

◆ トラブル後，やどかり交民館参加者でチャットのルールを協議し，11月にはルー
ルを定めた。以降はトラブルになりそうになっても当事者が主体的に解決できた。

◆ 居場所のトラブルについては，相互の意見を当事者グループワークで議論する
場を設けた。

◆ これまで孤独孤立に陥っていた方が『相互行為』が行われる居場所に参加した
場合，必ず何らかのトラブルが起こる。しかし「トラブルを避けるために当事者どう
しをつなげない」ではなく，参加者には誰にでも社会に参加しトラブルを自ら解決
できる能力があるという前提（社会参加における能力存在推定）に支援者が
立つことが必要である。
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連携による効果
◆ 伊集院こどもふれ愛食堂と連携したことにより，
10月に当事者主体で行われた『カレーを食べ
よう会』で枝豆の提供があり，食糧支援も行
うことができた。

◆ 特定非営利活動法人かごしまホームレス生
活者支えあう会と連携したことにより，当法人
の利用者ではない方が2名やどかり交民館に
参加されるようになった。

互助の促進
◆ 孤独死ゼロアクションオープンチャットにおいて，
個別具体的な互助の事例がいくつも生まれた
（写真③：エアコンが壊れた参加者を別の
参加者が修理しに行った事例）。

↑（写真③）LINEオープン
チャットでの互助の事例

役割の獲得
◆ 6月～1月のやどかり交民館で，10月・1月
に当事者主体のイベントが開催された。2つの
イベントは全て当事者が発案・企画。実施も
全て当事者それぞれが役割を担った。


